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【資料 5−5】 外国人研究者等受入数の推移

年度 24 25 26 27 28 29

外国人研究員※ 1

（客員教授・准教授） 5 5 5 5 5 6

招へい外国人学者※ 2 10 7 9 4 1 8

外国人共同研究者※ 2 1 3 4 3 3 4

計 16 15 18 12 9 18
注） ※ 1 その年度内に受け入れた人数を示す
       ※ 2 その年度内に滞在した人数を示す

年度 受入れ期間 氏名 所属 受入教員 国際交流セミナー（開催日・講演タイトル）

28

2016年 4月25日-
2016年 7月24日

ZHAO Li 中国・蘇州大学准教授（材料化学） 小松　直樹 2016年5月26日
Drug discovery in China: From traditional 
C h i n e s e  m e d i c i n e  t o  e m e r g i n g 
nanomedicine

2016年 4月25日-
2016年 7月24日

Tesfaye Kidane エチオピア・アジスアベバ大学教授（構
造地質学・古地磁気学）

石川　尚人 2016年7月11日
Brief History of Geoscience Research 
at One of the World’s Unique Incipient 
Oceanic Rift, Afar Depression, Ethiopia

2016年 6月20日-
2016年12月19日

Rossella Lupacchini イタリア・ボローニャ大学准教授 岡田　温司 2016年10月31日 In Praise of Light and Shadows

2016年12月 1日-
2017年 5月31日

Xiao Chen 中国・武漢大学教授（薬理学） 小松　直樹 2017年 1月17日
Where Two Rivers Meet and Three 
Towns Stand

2017年 1月 1日-
2017年 6月30日

Richter Steffi
ドイツ・ライプチヒ大学主任教授（地
域研究・日本研究）

田邊　玲子 2017年4月18日
「三木清『現代学生と思想の貧困』- 思

考の悲しみと歓喜」

29

2017年 5月15日-
2017年 8月14日

François Dupuigrenet 
Desroussilles

米国フロリダ州立大学教授 岡田　温司 2017年7月20日
「芸術作品とはいかなる種類のモノなの

か？ー西洋のカトリシズムと日本の仏
教における聖遺物と芸術ー」

2017年 6月 1日-
2017年 8月31日

Zhou, Ying（周　） 中国・西南石油大学教授 吉田　寿雄 2017年7月26日
"The Challenge and Responsibility of 
Young Scientist in China"「中国若手科
学者の挑戦と責任」

2017年 9月 1日-
2017年11月30日

MARSHALL Megan
芸国エマソン大学　教授（創作・文学・
出版学）

水野　尚之 2017年10月20日
My Elizabeths: A Biographer and Her 
Subjects

2017年10月 1日-
2018年 1月31日

BRIK MikhailGeorgievich
ロシア共和国・ポーランド科学アカデ
ミー教授（理論分光学，計算材料科学）

田部 勢津久 2017年11月16日
Russian Culture and Science: a Brief 
Overview

2018年 1月 1日-
2018年 6月13日

LOSCHKY Lester C
米国・カンサス州立大学　心理科学部
准教授（視覚科学）

齋木　潤

2018年 3月31日-
2018年 5月31日

XIE Feng
中国科学院成都生物研究所教授（両生
類の系統分類、進化、保全生物学 )

西川　完途

【資料 5-6】 招へい外国人学者による国際交流セミナー開催状況

【資料 5−7】 部局間学術交流協定締結先一覧

締結先 締結日

台湾国立成功大学社会科学院 2007年  4月  1日 ～2012年  3月31日

フランス人間科学財団（FMSH)　（研究交流および協力の基本協定） 2011年11月24日 ～2015年11月23日

中国科学院成都生物研究所 2012年  5月24日

カザフスタン生物多様性保全協会 2013年  3月  4日

サナタ・ダルマ大学 2014年  6月11日

国立台湾大学 ( 文学院、社会研究院 )
（京都大学文学研究科、同経済学研究科との共同締結）

2015年  3月  4日

サラワク大学 ( マレーシア ) 2008年以降の交流実績を踏まえ検討中


